
組織目標展開整理表 （部の組織目標）

作成日 職  名 氏  名

番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況

1 施政方針 年度末
まちづくり計画

課
高度に達
成した

2 施政方針 年度末
まちづくり計画

課
ほぼ達成
した

3 施政方針 年度末
まちづくり計画

課
ほぼ達成
した

4 施政方針 年度末
まちづくり計画

課
ほぼ達成
した

5
総合ビジョ

ン
年度末

まちづくり計画
課

高度に達
成した

6 施政方針 年度末
まちづくり推進

課
ほぼ達成
した

7 施政方針 年度末
まちづくり推進

課
ほぼ達成
した

8 施政方針 年度末
まちづくり推進

課
高度に達
成した

9 施政方針 年度末
まちづくり推進

課
ほぼ達成
した

10
総合ビジョ

ン
年度末

まちづくり推進
課

ほぼ達成
した

11 施政方針 年度末
まちづくり推進

課
高度に達
成した

どのような方法で
（目標等を達成するための取組の内容等）

・各種図書のデータ化及び統合型情報管理地図システ
ムデータ構築
・開発事業協議会資料のデータ化及びペーパレス会議
システムへ移行

西国分寺駅東側地区まちづくりの推進

庁内デジタル化に向けた基盤整備
※統合型情報管理地図システム移行等

ゼロカーボンシティ実現に向けた取組の推
進

第三次環境基本計画策定に向けた検討

生物多様性地域戦略の基礎データとなる動植物調査が
完了している。

・過去の開発事業申請データ及び空き家・空き地に係る
データが統合型情報管理地図システムに移行されてい
る。
・開発事業協議会の資料がペーパレス化されている。

課題の整理、施策の方向性・将来像の検討が進み、第
三次環境基本計画の骨子が作成されている。

最終的には全庁統合型地理情報システムの構築を視
野に入れつつ、早期導入の必要性がある都市計画・道
路等基盤・防災分野の統合型地理情報システムの構築
及びWeb上での公開に向け、掲載情報や仕様が整理さ
れている。

・市民ワークショップ、環境ひろば等、市民意見の聴取
・庁内検討組織による検討
・環境審議会からの意見聴取

ま ち づ く り 部 長

災害に強いまちづくりの推進
※耐震診断・耐震改修等補助事業の推進

木造住宅耐震診断・耐震改修等補助事業が拡充されて
いる。

・補助対象家屋を平成12（2000）年築まで拡大

賑わいの創出やまちづくりの実現に向け、住民意向を
把握している。

・西国分寺駅開業50周年記念連携イベントを契機とし
た、公共空間を活用した賑わい創出の調査・研究
・駅前市有地の活用検討
・ＪＲとの協議

・まちづくりニュースの発行
・まちづくり計画を踏まえた都市計画の検討
・関係機関との協議・調整

恋ヶ窪駅周辺エリアのまちづくりの推進
恋ヶ窪駅周辺エリアのまちづくりについての検討が進ん
でいる。

・地権者等の意向及び周辺公共事業の進捗を踏まえた
まちづくりの検討
・まちの課題の再整理
・現庁舎跡地利活用と連携した検討

国３・４・11号線周辺まちづくりの推進

・空家法の改正を踏まえた所有者への啓発
・商工会、社会福祉協議会等との連携による活用・解決
策の検討

空き家・空き地対策の推進 管理不全の空き家・空き地が減少している。

地域地区等の一括変更の検討
都下一斉見直しスケジュール（令和６年春都市計画変
更予定）にあわせて手続きが進んでいる。

・都市計画案を作成、東京都と協議
・説明会の開催、都市計画審議会への付議

島 﨑 進 一

庁内デジタル化に向けた基盤整備
※統合型地理情報システムの構築及びWeb
上での公開に向けた取組の推進

動植物調査の実施

・市民ワークショップ、環境ひろば等、市民意見の聴取
・庁内検討組織による検討
・環境審議会からの意見聴取
・イベントやHP等による普及啓発・情報提供

・文献調査、ヒアリング調査、専門員調査
・市民団体等参加による地点調査

・地球温暖化防止行動計画（市域版）及び同（市役所
版）が策定され、具体的な取組にも着手している。
・市民・事業者の脱炭素に対する意識が高まっている。

令 和 5 年 4 月 1 日

・庁内検討組織の設置・検討
・先進事例の研究
・各課へのヒアリング等による情報収集・整理

令和５年度

西国分寺駅東側地区まちづくりについての検討が進ん
でいる。

実施項目
（業務目標又は事務の内容）

どの水準まで
（達成水準又は遂行後の状態等）
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番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況
どのような方法で

（目標等を達成するための取組の内容等）
実施項目

（業務目標又は事務の内容）
どの水準まで

（達成水準又は遂行後の状態等）

12 施政方針 年度末 駅周辺整備課
ほぼ達成
した

13 施政方針 年度末 駅周辺整備課
ほぼ達成
した

14 その他 年度末 駅周辺整備課
ほぼ達成
した

15 施政方針 年度末 建築指導課
ほぼ達成
した

16 施政方針 年度末 建築指導課
ほぼ達成
した

17 その他 年度末 建築指導課
ほぼ達成
した

18 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

19 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

20 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

庁内デジタル化に向けた基盤整備
※建築基準業務システムの推進

・道路指定図データが市ホームページで公開されてい
る。
・建築基準行政事務に係るシステムの更新等の検討が
されている。

・地図情報システム（GIS）にて指定道路図データの更新
・市ホームページ掲載データ（PDF)の作成
・国・都における建築基準行政DX化の情報収集

・公共空間としての維持管理・再整備方針の検討や再
整備改修工事に向け、JRや関係機関との協議が進ん
でいる。
・七重塔を模したモニュメントが設置されている。

国分寺駅南口再整備の推進

・交通動線等の検討を行いつつＪＲ等関係者と協議・調
整
・市民意向の把握及び参考事例を調査しつつ再整備に
向けた素案の検討
・七重塔（モニュメント）の設置について、ＪＲ等関係者と
協議及び設置工事の進行管理

西国分寺駅北口駅前エリアの整備実現に向
けた検討

駅前エリアの整備と都市計画変更に向けた具体的な内
容の検討が進んでいる。

・意見交換会等による情報共有
・地権者の組織化に向けた取組
・都市計画決定・変更に向けた取組
・整備事業化に向けた検討

国分寺駅北口駅前広場の賑わい推進
国分寺駅北口駅前広場で、地域の賑わい創出につな
がるイベントが行われている。

・地元団体及び庁内関連部署との連携
・関係機関との調整
・広場利用の周知

・国・東京都からの情報収集
・建築物に関する報告等による状況把握
・現地調査による状況把握
・各種情報を踏まえた所有者等への適切な働きかけ
・市民への安全啓発・広報
・応急危険度判定については、現状を踏まえた体制の
構築

・危険なブロック塀等が減少している。
・被災建築物応急危険度判定について、迅速、最適な
体制が整っている。
・耐震化候補の建築物について基本情報を把握してい
る。
・特殊建築物等について、適切に維持管理がされてい
る。

事務の適正化

・根拠に基づいた正確かつ効率的な事務が行われてい
る。
・課内で様々な情報が共有されている。
・スピード感を持った前倒しで業務が行われている。

・業務の根拠・本質・ポイントの把握、新技術の活用等
・課内会議での情報共有等により、自身の業務だけに
捉われない広い視野による情報共有
・職員の意識啓発

・職員一人一人の意識改革
・スケジュール管理の徹底・業務の平準化・見える化
・業務の見直し・改善
・管理職によるマネジメント
・ワークシェアリング等の制度活用

職員の人材育成

・ハラスメントがなく、各人の能力が発揮できている。
・自ら考え、責任を持った判断・行動がなされている。
・プレゼンテーション能力、コミュニケーション能力、交渉
力が向上している。
・積極的な地域との関わりがなされている。

・円滑なコミュニケーションのとれる職場環境の確保
・個々の実力に応じた指示と自覚を促す意識の醸成
・会議、説明会における発言の励行、機会の創出
・地域行事への参加
・研修などの自己研さん機会の提供

職員一人一人にワークライフバランスの意識が醸成さ
れ、規定時間内退庁が実施されている。

災害に強いまちづくりの推進

ワークライフバランスの推進

建築基準行政事務の推進

・法を順守し、適確な審査等の実施
・日常的なパトロールの実施
・迅速な現場確認と適切な指導の実施
・事務作業の工夫・見直し・事務の合理化検討
.・制度の周知

・市民の生命、健康及び財産を守り、安全・安心なまち
づくりが進んでいる。
・許認可、指定、是正指導等により、良好な住環境の整
備が進んでいる。
・違反建築物の防止等を促進している。
・建築物の長寿命化、低炭素化、省エネ化が進んでい
る。
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